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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
　血管内では凝固と線溶のバランスが保たれ、また線溶活性は組織型プラスミノーゲンアクチベーター










　リコンビナントPAI-1 （rPAI-1）（40 nM） を未分画および低分子ヘパリンの存在下で、第Xa因子 （0.1 nM）
またはトロンビン （0.2 nM） と37℃、15分反応させた後の両凝固因子の残存活性を合成基質（S-2222, S-2238）
の分解活性として測定した。さらにビトロネクチン （0～80 nM） を加えた場合についても同様に検討し
た。トロンビン （400 nM） および第Xa因子 （400 nM） とビオチン標識したrPAI-1 （40 nM） を、未分画また
は低分子ヘパリンの存在下で反応させ、SDSポリアクリルアミドゲル電気泳動およびウェスタンブロット
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副作用が乏しく使用が好ましい理由をPAI-1中和系を用いた in vitro の実験系で明らかにしたことを高く
評価した。
　審査の過程において、申請者に対して次のような質問がなされた。
1）実験系の各因子の濃度設定について
2）凝固因子活性の表記法について
3）ベルシェイプ型の阻害パターンの意味について
4）ウェスタンブロット法の結果について
5）フィブリンクロット溶解時間の測定について
6）ビトロネクチンについて
7）線溶過剰と出血について
8）線溶亢進と凝固亢進について
9）低分子ヘパリンの治療薬について
　これらの質問に対し申請者の解答は概ね適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位
論文にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
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